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67．長時間にわたる高強度の間欠的運動が神経筋系

　の 機能に 及ぼす影響

　 　○谷ri有子，井 上哲 朗，山本正 嘉，湯 田
一

弘

　 　 （国際 武 道 大学 ）

｛目的】本研究で は，長時間 にわ た る 高強度 の 問欠

的運動に よ っ て，神経筋系 の 機 能 が どの よ うな影響

を受 け る か を反応時間，サ ッ カーの ス キ ル （シ ュ
ー

ト正確性）から明 らか にする こ とを目的と し た 。

【方法】 8 名の 男 チ学生 に，ト レ ッ ド ミル 上 で サ ッ

カ ー
の 試合 を 模 した 90分 の イ ン タ

ーバ ル 運動を行わ

せ た 。 そ の 内容 は
，
400m ／min まで 速度 を上 げ る 30

秒ダ ッ シ ュ 2 回 を含む 3 分間 の 130m ／min で の 走行

を繰 り返 す とい うもの だ っ た 。 そ し て，全 身反応時

間 ， ［（llLiP乳酸濃度，血 糖値を運動開始前，運動中 15

分毎，運動終了後 に測定 した 。 また，シ ュ
ート正確

性を運動前，ハ
ー

フ タ イム ，運動終 了後に 測定 した。

【結果 と論議】血糖値 は
， 時間経過 とともに安静値

（3．7〜6．5mmol／1）か ら減少 し，後 半 に 有 意 な低
．
ドが み られた 。 しか し，神経系 の 機能 に 影響を 及 ぼ

す レ ベ ル （2．1〜2．6mmo1／1程度）まで には低下 せ ず，

神経系 の 機能 に 反映す る 動作開始時間 お よ び決断時

間 に有意な 延長 は 認 め ら れなか っ た。

　血 中 乳酸濃度 は 安 静｛直 〔O．9− 1．5nimolA ） か ら

わ ずか で は ある が有意に 上 昇 し， 8 名中 7名 の 被検

者 は， 2 〜 4mmo レ1前後の 範囲で推移 し た 。 血 中

乳酸濃度が 4 〜6mmQl ／1を越 え る と筋 収縮能力に

影響 が 出 て くる とい わ れ て い る が
， 本研究 に お い て

は ，こ の よ うな レベ ル の 乳酸値を示 した の は 1 名の

み で あ っ た 。 したが っ て ，筋収縮 時間 に み られ た右

意な延長 は筋 グ リ コ ーゲ ン の減少が 原因 の ひ と つ と

考え られ た 。

　神経筋系 の 連係が重 要な シ ュ
ー

ト止確性は，こ の

運動 に よ っ て 有意 な影響を受けなか っ た 。

　本研究 で は ，総走行距離 の 平均 は約 15km 余りと，

通常の サ ッ カーゲーム に おけ る 選手の 平均移動距離

で あ る 約10km よ りも長 い 距離を走行 した が，神経

系の 能力は低下 しな か っ た 。 しか し実際の 試合で は，

部分的 に よ り高強度 の 運動 を反復す る ような場面 も

ある と予想 され る。した が っ て ，今後 さらに多様 な

実験条件 の 中 で ，神経筋系 へ の 運動 の 影響を調 べ て

い く必 要が ある もの と 考え ら れ た 。

68．運動開始時に お け る筋で の 脱酸素化ヘ モ グロ ビ

　 ンの動態

　　林 直亨，吉田 敬義 （大阪 大 学健 康体 育部）

【目的】安静お よ びペ ダ リ ン グ か ら ス テ ッ プ負荷運

動 を開始 した時 の 脚 に お け る 脱酸 素化 ヘ モ グ ロ ビ

ン ・ミ オ グ ロ ビ ン （deoxy− （Hb 十 Mb ））の 動態 を

指数関数 に よ っ て 評価 で きるか どうか に つ い て 検討

した。

【方法 】被 験 者 は 健常 な 男性 4 名 （23 ± 2 歳 ，174

± 5em ，68± 8kg） とした 。
　OW 自転車運動 （P 試

行） または 3 分間の安静 （R 試行）の 後，30W ／分

の ラ ン プ負荷運動 よ り求 め た換気 閾 値 に相 当す る 負

荷 （129± 22W ）で 5 分 間自転車 運動 を行 わ せ た。

各試行 を 6 回繰 り返 しt」 ，、ブ レ ス バ イ ブ レ ス 法 よ り

酸素摂取量 （VO2 ）を，イ ン ピ・一ダ ン ス 法 に よ り心

拍 出量 （Q） を連 続 計測 し た 。 近 赤 外線 分 光 法

（NIRO −500，浜松ホ トニ ク ス〉 を用い て外側 広筋

部 の DeDxy −
（Hb ＋ Ml〕〉 を 1秒 毎 に 計 測 した。　 V

OI，お よ び Q は 6 回 の 繰 り返 し を加 算平均 し，む だ

時問 を含む 1 次 の 指数関数 で 近似 した （n ＝4 ）。

Deoxy − （Ilb十 Mb ＞は 1 次 お よ び 2 次 の 指数閨数

を用 い て 近 似 し た （n ＝ 24）。 試行 間の 差 の 検定に

は 対応 の あ る t検定を用 い ，残差平方和 の 差 の 検定

に は F 検定 を用 い た 。

【結果 と考察】P 試 行 と R 試 行間 に は VOI）（28± 6

vs ．29± 6秒）お よ び Q （36 ± isvs，26± 13）の 時

定数に 有意差は み られ なか っ た 。 P試行の de〔〕x 厂

（Hb ＋ Mb ）は運動．開始 時 に
一

過性 に 減少 した後，

定常 まで 増加 して い っ た 。 1 次 と 2 次 の 指数関数 で

の 近似結 果 に 有意 な差 が あ っ た が （ゲ イ ン 205 ±

96vs．204± 96μ mo レL ・cm ，む だ 時間 12± 2vslO

± 2 不少，　時定数 8 ± 3vs ．　9 ± 3 手少 ；p 〈 0，05），　両

近似 の結果 は 有意な 相 関閼係 （r − O．84− O．99） を

示 し た 。

一
方，R 試行の dcoxy − （Hb ＋ Mb ） は運

動開始時 に 大 き く減少 し，そ の後運動豌値 よ りも増

加 した （2 次 の 近似 の ゲ イ ン 3i± 84）。指数 関数 を

用 い て 近似 で きな い 例 もあ り，残差平方和 は P 試行

よ りも有意に 大きく，（p 〈 0．05），指数関数に うま

く近 似 され て い なか っ た 。 こ れは運動開始 に よ り脚

の 位 晋が 変わ っ た こ と に よ る もの と考え ら れ る 。
ペ

ダリ ン グ状態か ら負荷を増加 した時 の dピoxy
−

（Hb

＋ Ml〕） の 動態 を指数関数 に よ っ て 評価す る こ と が

可 能 で あ る こ とが 明 ら か と な っ た 。
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